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00  zzn であるとき、 1sincos   ninein であるから、m を整数として 
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したがって、 は有理数である。 

 

逆に、 が有理数であるとき、 qp, を互いに素な自然数として、
p

q
 とすると 





p

q

180180
 より、例えば pn 360 とすれば、  qn 2 となり、 1ine となる。 

すなわち、 0nz となる nが存在する。 

 

以上により、 nz が 0z と一致するような nが存在するための必要十分条件は、 が有理数であることである。 

(証明終) 


